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亀
山
公
園
に
こ
の
ほ
ど
、
「
大
野

丸
」
を
か
た
ど
っ
た
大
型
遊
具
が

お
目
兄
え
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
野
丸
の
遊
具
は
、
実
物

の
二
分
の
一
の
大
き
さ
で
、
高
さ

一
四
・
二
□
、
長

さ
こ
ハ
・
九
口
、

幅
三
・
四
□
。
本

体
は
木
で
造
ら
れ
、

内
部
は
板
で
区
切

っ
て
迷
路
遊
び
が

で
き
る
よ
う
工
夫

し
て
あ
り
ま
す
。

左
舷
に
は
ス
ベ
リ

台
や
甲
板
に
よ
じ

登
る
た
め
の
足
場

が
つ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
甲

板
後
部
に
は
舵
輪

が
付
い
て
い
て
、

回
す
と
船
の
か
じ
が
切
れ
、
船
長

の
気
分
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

大
野
丸
は
、
幕
末
に
大
野
藩
が

建
造
し
た
二
本
マ
ス
ト
の
洋
式
帆

船
で
、
蝦
夷
地
（
今
の
樺
太
・
北

海
道
）
の
開
拓
と
交
易
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
、
大
野
城
や
御
清

水
と
並
ぶ
大
野
の
シ
ン
ボ
ル
的
存

在
で
す
。
そ
こ
で
市
は
、
大
野
っ

子
に
祖
先
の
偉
業
に
ふ
れ
て
も
ら

お
う
と
、
こ
の
大
野
丸
を
か
た
ど

っ
た
遊
具
を
考
案
、
総
額
一
千
百

万
円
を
掛
け
て
設
置
し
ま
し
た
。

　

五
月
の
連
休
に
は
、
ぜ
ひ
ご
家

族
で
亀
山
へ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

大野丸位置図



情
報
公
開
に
向
け
″
J
中
間
報
告

　

平
成
三
年
度
実
施
を
目
標
に
今
後
準
備

　

市
は
昨
年
七
月
、
市
役
所
内
に
情
報
公
開
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
当
市
の
実
情
に
合
っ
た
情
報
公
開
制
度

の
在
り
方
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
こ

の
ほ
ど
、
平
成
三
年
度
実
施
を
目
標
と
す
る
中
間
報
告
を
ま
と

め
、
山
内
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

は
、
こ
の
中
間
報
告
を
踏
ま
え
、
制
度
の
具
体
案
や
文
書
管
理

の
在
り
方
な
ど
、
さ
ら
に
も
う
一
年
を
か
け
て
検
討
し
ま
す
。

　

情
報
公
開
制
度
は
、
官
公
庁
が

保
有
し
て
い
る
公
文
書
な
ど
の
資

料
を
住
民
の
請
求
に
こ
た
え
て
公

開
・
提
示
す
る
制
度
で
、
現
在
、

県
内
で
実
施
し
て
い
る
の
は
、
県

と
南
条
町
だ
け
で
す
。

　

今
度
提
出
さ
れ
た
中
間
報
告
で

は
、
「
こ
れ
ま
で
も
市
の
保
有
す
る

情
報
は
、
法
令
等
に
基
づ
く
公
表
、

縦
覧
等
の
ほ
か
、
広
報
活
動
等
を

通
じ
て
市
民
に
提
供
し
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
は
行
政
で
選
択
し
た
情
報

の
提
供
で
あ
り
、
お
の
ず
と
限
界

が
あ
っ
た
」
と
し
、
「
市
の
保
有
す

る
情
報
は
市
民
の
共
有
財
産
で
あ

る
と
の
認
識
に
立
っ
て
、
市
民
サ

イ
ド
か
ら
の
情
報
の
公
開
要
求
に

こ
た
え
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
て

い
ま
す
。
公
開
す
れ
ば
「
従
来
に

増
し
て
市
民
は
広
く
市
政
の
実
態

を
知
る
こ
と
が
で
き
、
よ
り
一
層

市
政
に
対
す
る
市
民
の
理
解
と
信

頼
を
深
め
、
市
民
参
加
に
よ
る
”
開

か
れ
た
市
政
”
の
推
進
に
役
立
つ

と
と
も
に
公
正
な
行
政
運
営
が
期

待
で
き
る
」
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
情
報
公
開
の
制
度
化
に

当
た
っ
て
は
広
く
市
民
の
意
見
も

求
め
、
そ
の
意
思
を
反
映
さ
せ
る

こ
と
、
市
職
員
に
も
公
文
書
な
ど

の
資
料
は
原
則
と
し
て
公
開
す
べ

き
物
で
あ
る
と
の
認
識
が
不
可
欠

で
あ
る
こ
と
も
強
調
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
個
人
に
関
す
る
情
報

に
つ
い
て
は
、
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は

個
人
の
尊
厳
に
か
か
わ
る
基
本
的

人
権
の
一
つ
と
し
て
守
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
公
開

を
原
則
と
す
る
情
報
公
開
制
度
に

お
い
て
も
、
こ
れ
を
最
大
限
に
保

護
」
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

情
報
公
開
の
方
法
と
し
て
は
、

受
付
窓
口
と
な
る
課
を
決
め
た
上

で
、
資
料
公
開
は
直
接
の
担
当
課

が
行
う
こ
と
が
望
ま
し
く
、
市
そ

の
他
の
行
政
機
関
が
作
成
し
た
統

計
書
や
要
覧
な
ど
の
刊
行
物
は
、

資
料
室
を
設
け
て
公
開
す
る
の
が

適
当
と
し
て
い
ま
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
今
後
、

制
度
の
具
体
的
な
内
容
や
公
文
書

の
管
理
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て

さ
ら
に
調
査
・
研
究
を
進
め
、
今

年
度
中
に
最
終
報
告
書
を
提
出
、

市
で
は
そ
の
後
一
年
間
の
準
備
期

間
を
置
き
、
平
成
三
年
度
に
は
実

施
に
踏
み
切
る
予
定
で
す
。
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昨
年
六
月
に
始
ま
っ
た
「
多
田
記

念
・
大
野
有
終
会
館
」
の
建
設
は
、

今
年
六
月
十
日
（
土
）
の
落
成
式
を

目
指
し
、
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　

多
目
的
ホ
ー
ル
は
外
装
・
内
装

と
も
ほ
ぼ
工
事
を
終
了
、
あ
と
は

ス
テ
ー
ジ
の
ど
ん
帳
設
備
と
喫
茶

室
の
内
装
工
事
が
残
っ
て
い
る
だ

け
で
す
。

　

本
館
も
外
装
の
タ

イ
ル
張
り
や
給
排
水
・

空
調
・
電
気
関
係
の

設
備
工
事
は
完
了
し
、

各
階
の
部
屋
で
も
天

井
や
壁
の
ボ
ー
ド
張

り
な
ど
の
基
本
的
な

内
装
工
事
が
終
わ
っ

て
い
ま
す
。
今
後
は

天
井
・
壁
の
ク
ロ
ス

張
り
や
照
明
器
具
な

ど
の
取
り
付
け
、
床

の
カ
ー
ペ
ッ
ト
張
り

と
い
っ
た
最
後
の
仕

上
げ
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

建
物
関
係
の
仕
上
げ
工

事
と
並
行
し
て
、
会
館
東

側
正
面
広
場
の
タ
イ
ル
舗

装
や
花
壇
設
置
な
ど
の
環

境
整
備
工
事
も
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
会
館
西
側
に
は

普
通
車
百
三
十
台
を
収
容

で
き
る
駐
車
場
が
設
け
ら

れ
ま
す
が
、
整
地
は
完
了

し
て
お
り
、
今
月
下
旬
に

は
舗
装
を
終
え
ま
す
。

　

五
月
一
一
十
五
日
ご
ろ
に

は
建
物
本
体
・
付
帯
施
設
と
も
に

工
事
を
完
了
す
る
予
定
で
す
。

　

六
月
十
日
（
土
）
に
は
記
念
式
典

や
講
演
・
コ
ン
サ
ー
ト
が
あ
る
ほ

か
、
翌
十
一
日
（
日
）
に
も
記
念
行

事
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
本
紙
六
月
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
の
で
、
お
楽
し
み
に
。
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階
加建設課長

経岩二郎平
都市計画課長

　

川端謹吾
用地対策課長

　

尾崎庄－
農務課長

　

桜田達夫
林務課長

　

土蔵是武

監査委員事務局長

　

大倉博明

2
階
φ総務課長

　

中兼惣右ヱ門
財政課長

　

栄田正
議会事務局長

　

堂本為夫
工事検査室長

　

谷内俊英

教委庶務課長

　

安川正一

教委学校教育課長

　

田中義－
教委体育課長

　

山川奥久

教委社会教育課長

　　

松田光男

市史編さん室長

　

小倉長良

1
階
』

生活環境課長

　

伊藤敬一
市民課長

　

土蔵茂弘
会計課長

　

中村武臣
商工観光課長

　

松田五十三
税務課長

　

斉藤忠男
企画開発課長

　

松田次男

総合保養地対策室長

　

沢田利栄

水道課長

　

神谷貞夫
福祉事務所長

　

土谷春栄

別
棟
φ保健センター

　

保健衛生課長

　

加藤健一

清掃事務所長

　

近藤美章



市役所の課の配置が変わりま祉したム

　

消
防
庁
舎
の
移
転
新
築
に
伴
い
、
市
は
旧

消
防
庁
舎
の
改
造
工
事
を
し
、
四
月
か
ら
課

や
室
の
一
部
を
配
置
替
え
し
ま
し
た
。
旧
消

防
庁
舎
一
階
に
は
水
道
課
の
ほ
か
、
新
た
に

福
祉
事
務
所
と
社
会
福
祉
協
議
会
が
、
二
階

に
は
教
育
委
員
会
事
務
局
の
各
課
と
市
史
編

さ
ん
室
・
青
少
年
愛
護
セ
ン
タ
ー
が
入
り
ま

し
た
。
福
祉
事
務
所
の
玄
関
は
自
動
ド
ア
ー

に
、
ト
イ
レ
も
車
い
す
用
が
設
け
ら
れ
る
な

ど
、
体
の
不
自
由
な
方
々
へ
の
配
慮
も
さ
れ

ま
し
た
。

　

平
成
元
年
度
の
ス
タ
ー
ト
と
と
も
に
、
機

構
改
革
、
人
事
異
動
も
同
時
に
行
わ
れ
、
職

員
も
心
を
新
た
に
し
て
職
務
に
当
た
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、
市
役
所
の
新
し
い
課

の
配
置
と
、
そ
の
責
任
者
で
あ
る
課
長
（
局

長
・
室
長
・
所
長
）
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

大野地区消防署長

加藤昭慶

奥越農業共済

　　

事務所長

佐藤善夫
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市
は
四
月
一
日
付
け
で
人
事
異
動

を
行
い
ま
し
た
。
以
下
、
概
要
を
ご

紹
介
し
ま
す
。
（
）
内
は
旧
任
な
ど
。

課
長
級

　

【
市
長
部
局
】
▽
総
務
課
長
中
兼

惣
右
ヱ
門
（
財
政
課
長
）
▽
企
画
開

発
課
長
松
田
次
男
（
農
務
課
長
）

▽
財
政
課
長
栄
田
正
（
監
査
委
員

事
務
局
長
）
▽
税
務
課
長
斉
藤
忠

男
（
市
民
課
長
）
▽
市
民
課
長
土

蔵
茂
弘
（
市
民
課
長
補
佐
）
▽
生
活

環
境
課
長
伊
藤
敬
一
（
社
会
教
育

課
長
）
▽
清
掃
事
務
所
長
近
藤
美

章
（
奥
越
農
業
共
済
事
務
所
長
）
▽

農
務
課
長
桜
田
達
夫
（
用
地
対
策

課
長
）
▽
林
務
課
長
土
蔵
是
武

　

（
体
育
課
長
）
▽
商
工
観
光
課
長

松
田
五
十
三
（
生
活
環
境
課
長
）
▽

建
設
課
長
経
岩
二
郎
平
（
都
市
計

画
課
長
）
▽
都
市
計
画
課
長
川
端

謹
吾
（
林
務
課
長
）
▽
用
地
対
策
課

長
尾
崎
庄
一
（
図
書
館
長
）
▽
工

事
検
査
室
長
谷
内
俊
英
（
工
事
検

査
監
）
▽
福
祉
事
務
所
長
土
谷
春

栄
（
水
道
課
長
）

　

【
教
育
委
員
会
事
務
局
】
▽
庶
務
課

長
安
川
正
一
（
福
祉
事
務
所
長
）

▽
社
会
教
育
課
長
松
田
光
男
（
清

掃
事
務
所
長
）
▽
体
育
課
長
山
川

奥
久
（
富
田
公
民
館
長
）

　

【
水
道
事
業
水
道
部
】
▽
水
道
課
長

神
谷
貞
夫
（
水
資
源
対
策
課
長
）

　

【
監
査
委
員
事
務
局
】
▽
事
務
局
長

　

大
倉
博
明
（
水
道
課
長
補
佐
）

　

「
派
遣
」
▽
奥
越
農
業
共
済
事
務
所

長
佐
藤
善
夫
（
市
民
課
長
補
佐
）

］
ふ
ニ
ー
含
I
k
し
｀
y
f

「
市
長
部
局
」
▽
総
務
課
人
事
・
行

政
担
当
課
長
補
佐
井
ノ
部
寛
之

　

（
社
会
教
育
課
長
補
佐
）
▽
総
務
課

広
報
・
広
聴
担
当
課
長
補
佐
平
鍋

金
一
（
企
画
広
報
課
長
補
佐
）
▽
総

務
課
工
事
検
査
担
当
課
長
補
佐
大

畠
稔
（
建
設
課
長
補
佐
）
▽
企
画
開

発
課
企
画
調
整
．
水
資
源
●
情
報
統

計
担
当
課
長
補
佐
小
池
好
孝
（
企

画
広
報
課
長
補
佐
）
▽
企
画
開
発
課

総
合
保
養
地
対
策
担
当
課
長
補
佐

羽
生
悦
夫
（
税
務
課
長
補
佐
）
▽
財

政
課
長
補
佐
駒
原
武
夫
（
同
課
長

補
佐
・
管
財
係
長
事
務
取
扱
）
▽
税

務
課
市
民
税
●
収
税
担
当
課
長
補
佐

　

野
田
実
（
同
課
市
民
税
担
当
課
長

補
佐
）
▽
税
務
課
資
産
税
担
当
課
長

補
佐
伊
藤
吉
紀
（
福
祉
事
務
所
保

護
係
長
）
▽
市
民
課
市
民
担
当
課
長

補
佐
松
本
多
嘉
雄
（
商
工
観
光
課

長
補
佐
）
▽
市
民
課
年
金
担
当
課
長

補
佐
沢
田
正
義
（
税
務
課
長
補
佐
）

▽
保
健
衛
生
課
保
健
予
防
担
当
課
長

補
佐
森
永
敏
子
（
同
課
長
補
佐
・

保
健
予
防
係
長
事
務
取
扱
）
▽
清
掃

事
務
所
し
尿
処
理
場
担
当
次
長
・
施

設
係
長
事
務
取
扱
奥
野
耕
作
（
同

事
務
所
次
長
）
▽
清
掃
事
務
所
塵
芥

処
理
場
担
当
次
長
上
松
博
道
（
商

工
観
光
課
振
興
係
長
）
▽
林
務
課
工

務
担
当
課
長
補
佐
堂
下
三
郎
（
総

務
課
長
補
佐
）
▽
商
工
観
光
課
長
補

佐
・
観
光
振
興
係
長
事
務
取
扱
高

柳
和
夫
（
同
課
長
補
佐
）
▽
建
設
課

工
務
・
河
川
．
維
持
担
当
課
長
補
佐

　

広
瀬
生
実
（
水
道
課
長
補
佐
）
▽

都
市
計
画
課
計
画
・
都
市
景
観
担
当

課
長
補
佐
大
倉
清
左
ヱ
門
（
林
務

課
長
補
佐
）
▽
福
祉
事
務
所
福
祉
・

児
童
担
当
次
長
稲
葉
一
夫
（
同
事

務
所
次
長
●
児
童
係
長
事
務
取
扱
）

▽
会
計
課
長
補
佐
前
田
紀
男
（
総

務
課
人
事
係
長
）

　

【
水
道
事
業
水
道
部
】
▽
水
道
課

庶
務
担
当
課
長
補
佐
鈴
木
常
次

　

（
会
計
課
長
補
佐
）
▽
水
道
課
業
務

担
当
課
長
補
佐
川
田
光
男
（
都
市

計
画
課
長
補
佐
）

　

【
議
会
事
務
局
】
▽
事
務
局
次
長

小
林
時
彦
（
総
務
課
長
補
佐
）

係
長
級

　

【
市
長
部
局
】
▽
総
務
課
人
事
係
長

　

広
瀬
円
信
（
同
課
行
政
係
長
）
▽

総
務
課
行
政
係
長
松
山
泰
美
（
議

会
事
務
局
係
長
）
▽
多
田
記
念
大
野

有
終
会
館
係
長
川
縁
俊
一
（
清
掃

事
務
所
施
設
係
長
）
▽
企
画
開
発
課

水
資
源
対
策
係
長
松
田
勉
（
用
地

対
策
課
主
事
）
▽
企
画
開
発
課
情
報

統
計
係
長
松
田
八
重
子
（
大
野
公

民
館
主
査
）
▽
財
政
課
管
財
係
長

下
河
育
太
（
総
務
課
主
事
）
▽
税
務

課
収
税
係
長
嶋
田
喜
雄
（
生
活
環

境
課
係
長
）
▽
市
民
課
市
民
係
長

堂
本
さ
だ
子
（
教
育
委
員
会
庶
務
課

主
査
）
▽
生
活
環
境
課
生
活
環
境
係

長
篠
原
孝
康
（
小
山
公
民
館
主
査
）

▽
商
工
観
光
課
商
工
労
政
係
長
阪

井
康
雄
（
企
画
広
報
課
情
報
統
計
係

長
）
▽
建
設
課
管
理
建
築
係
長
大

藤
喜
代
治
（
同
課
技
師
）
▽
建
設
課

河
川
係
長
安
岡
庄
助
（
同
課
維
持

係
長
）
▽
建
設
課
維
持
係
長
城
地

恂
一
（
都
市
計
画
課
主
査
）
▽
都
市

計
画
課
都
市
景
観
係
長
宮
西
弘
司

　

（
建
設
課
河
川
係
長
）
▽
福
祉
事
務

所
児
童
係
長
指
岡
勲
（
税
務
課
収

税
係
長
）
▽
福
祉
事
務
所
保
護
係
長

　

飯
山
靖
二
（
農
務
課
農
地
係
長
）

▽
義
景
保
育
園
長
松
田
春
野
（
春

日
保
育
園
長
）
▽
春
日
保
育
園
長

木
嶋
た
み
子
（
義
景
保
育
園
長
）

　

【
教
育
委
員
会
事
務
局
】
▽
社
会
教

育
課
文
化
係
長
前
幸
雄
（
財
政
課

主
事
）

【
農
業
委
員
会
事
務
局
】
▽
事
務
局

係
長
谷
脇
一
治
（
農
務
課
主
事
）

新
採
用

【
市
長
部
局
】
▽
総
務
課
八
幡
μ

お
り
・
勝
森
昌
則
▽
税
務
課
金
井

玉
緒
・
松
森
博
之
▽
市
民
課
村
中

幸
恵
・
広
瀬
妙
子
・
羽
生
洋
美
▽
保

健
衛
生
課
橋
北
幸
子
▽
清
掃
事
務

所
田
中
九
一
郎
▽
農
務
課
五
十

川
秀
育
▽
林
務
課
山
腰
博
子
▽
商

工
観
光
課
山
田
徹
夫
▽
建
設
課

帰
山
康
一
郎

　

【
教
育
委
員
会
事
務
局
】
▽
体
育
課

　

小
林
勝
信

　

【
水
道
事
業
水
道
部
】
▽
水
道
課

常
見
和
正

J
I
J
l
j
｀
j
l
j
I
j
j
l
「

　

匹
ぎ
働
大
皿
二
〒

　

【
市
長
部
局
】
▽
市
民
会
館
長
山

崎
博
（
再
任
）
▽
大
野
有
終
会
館
長

　

植
村
英
二
（
新
任
）
▽
総
合
保
養

地
対
策
室
長
沢
田
利
栄
（
新
任
）

▽
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
所
長

金
巻
啓
一
（
再
任
）
▽
高
齢
者
職
業

相
談
員
林
秀
夫
（
新
任
）
▽
児
童

館
長
桜
井
清
臣
（
新
任
）

　

「
教
育
委
員
会
事
務
局
」
▽
学
校
教

育
課
長
田
中
義
一
（
再
任
）
▽
図

書
館
長
西
田
忠
（
新
任
）
▽
大
野

公
民
館
長
松
井
巽
（
再
任
）
▽
下

庄
公
民
館
長
安
川
一
成
（
再
任
）

▽
乾
側
公
民
館
長
藤
原
尚
之
（
再

任
）
▽
小
山
公
民
館
長
杉
原
精
一

　

（
再
任
）
▽
上
庄
公
民
館
長
前
川

太
（
再
任
）
▽
富
田
公
民
館
長
松

浦
仁
政
（
新
任
）
▽
阪
谷
公
民
館
長

　

東
信
行
（
再
任
）
▽
五
箇
公
民
館

長
岸
本
永
信
（
再
任
）
▽
市
史
編

さ
ん
室
長
小
倉
長
良
（
再
任
）
▽

歴
史
民
俗
資
料
館
長
大
沢
和
郎

　

（
新
任
）



消
費
生
活
上
の
苦
情
や
相
談
は

最
寄
り
の
U
モ
ニ
タ
ー
ヘ
ど
う
ぞ

　

市
は
こ
の
ほ
ど
、
平
成
元
年
度

の
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
に
十
五
人

の
方
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

　

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
は
、
消
費

者
の
暮
ら
し
を
守
る
民
間
の
”
お

目
付
役
”
と
し
て
、
ま
た
消
費
者

と
行
政
を
つ
な
ぐ
石
イ
プ
役
”

と
し
て
活
動
し
ま
す
。

　

主
な
仕
事
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

①
消
費
者
か
ら
の
相
談
や
苦
情

を
受
け
付
け
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

た
り
、
県
や
市
な
ど
の
行
政
機
関

に
適
切
な
処
理
を
申
し
入
れ
ま
す
。

　

2
不
当
な
表
示
や
危
険
な
商
品
、

悪
質
な
訪
問
販
売
な
ど
を
監
視
し
、

行
政
機
関
に
通
報
し
ま
す
。

　

3
消
費
者
行
政
に
つ
い
て
意
見

や
要
望
を
提
出
し
た
り
、
消

費
生
活
に
関
す
る
情
報
を
行

政
機
関
に
提
供
し
ま
す
。

　

市
で
は
随
時
、
モ
ニ
タ
ー

懇
談
会
を
開
い
て
意
見
交
換

を
行
い
、
消
費
者
行
政
に
反

映
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
市
役

所
生
活
環
境
課
内
に
「
消
費

者
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
設
け

て
お
り
、
モ
ニ
タ
ー
と
の

連
絡
を
密
に
し
て
消
費
生

活
上
の
ト
ラ
ブ
ル
の
防
止

と
処
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

商
品
や
商
品
の
販
売
方
法

（
特
に
消
費
税
便
乗
値
上
げ
）
な
ど

で
不
審
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
最
寄
り
の
モ
ニ
タ
ー
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

大里さん永田さん松田さん

松野さん石田さん中森さん村西さん

川端さん

佐子さん

塚田さん篠原さん山田さん

福田さん宮村さん長谷川さん

平成元年度
消費生活モニター名簿

氏名 年齢 住所 電話

大里恵美子 40 有明町 65一〇373

永田すみ子 41 清滝 66－1237

松田幸子 37 篠座 66ー0653

松野三四子 32 本町 66－3018

石田礼子 33 太田 65一6160

中森敏子 38 中野町1 66一3473

村西千悠子 49 中津川 66－0916

川端登美子 29 牛ヶ原 66－5880

佐子美穂 29 阿難祖領家 66一1376

塚田智津子 34 右近次郎 66－0389

篠原睦子 31 稲郷 64－1375

山田修子 46 今井 64－1933

福田弘子 35 上野 65－0805

宮村智子 48 土打 66一5254

長谷川昌子 34 南六呂師 67－1357

暮
ら
し
の

ア
ド
バ
イ
ス

通信販売で［トヲヲ西

申し込みは慎重に／

　

家
に
居
な
が
ら
に
し
て
買
い

物
が
で
き
る
通
信
販
売
は
、
何

か
と
忙
し
い
時
代
を
反
映
し
て

需
要
が
急
増
し
て
い
ま
す
が
、

反
面
、
消
費
者
と
の
ト

ラ
ブ
ル
も
多
発
し
て
い

ま
す
。

　

代
表
的
な
ト
ラ
ブ
ル

と
し
て
は
、
①
商
品
が

届
か
な
い
、
届
く
の
が

遅
い
、
途
中
か
ら
届
か

な
く
な
っ
た
2
代
金
支

払
い
済
み
な
の
に
請
求

が
来
る
、
返
品
解
約
し

た
の
に
請
求
が
来
る
③

商
品
の
品
質
や
業
者
の

対
応
が
悪
い
4
広
告
の

表
示
や
説
明
と
違
っ
て

い
る
、
な
ど
で
す
。

　

通
信
販
売
で
は
、
新
聞
や
雑

誌
な
ど
の
広
告
を
唯
一
の
情
報

源
と
し
て
商
品
を
購
入
す
る
た

め
、
届
い
た
商
品
が
広
告
で
得

た
イ
メ
ー
ジ
と
異
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
後
で

返
品
で
き
る
か
ど
う
か
、
よ
く

確
か
め
て
か
ら
申
し
込
む
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

通
信
販
売
は
「
訪
問
販
売
等

に
関
す
る
法
律
」
で
規
制
の
対

象
に
な
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

消
費
者
を
保
護
す
る
た
め
、
誇

大
広
告
を
禁
止
す
る
と
と
も
に
、

広
告
に
は
返
品
で
き
る
と
き
や

で
き
な
い
と
き
、
返
品
期
間
な

ど
の
条
件
を
表
示
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
た

だ
、
消
費
者
か
ら
の
請
求
で
詳

し
い
カ
タ
ロ
グ
な
ど
を
送
る
こ

と
を
う
た
っ
て
い
る
場

合
に
は
、
表
示
す
べ
き

事
項
が
一
部
省
略
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
と
き
は

カ
タ
ロ
グ
な
ど
を
取
り

寄
せ
て
か
ら
申
し
込
む

方
が
確
実
で
す
。

　

通
信
販
売
で
特
に
注

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
、
商
品
を
一
括

払
い
で
購
人
す
る
と
ク

ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
（
無
条

件
解
約
）
が
き
か
な
い

こ
と
で
す
。
返
品
解
約
に
応
じ

る
業
者
も
あ
り
ま
す
が
、
時
間

が
掛
か
っ
た
り
代
金
が
戻
ら
な

い
ヶ
I
ス
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

代
金
前
払
い
の
通
信
販
売
で
商

品
発
送
に
時
間
が
掛
か
る
と
き

は
、
業
者
は
書
面
で
そ
の
旨
を

通
知
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
不
審
に
思
っ
た
と
き
は
、

業
者
に
確
か
め
ま
し
ょ
う
。



朧朧圓

圓一圖

■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ぺ
1

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
総
務
課

広
報
広
聴
係
（
天
神
町
一

I
一
豊
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

，南郷呂師・1ミ、二－紅咄i？；l

＜る一ぶ登場 大野シネサ・・－クル

八
、
、
C
映
画
の
製
作
に
大
き
な
喜
び

　

大
野
シ
ネ
サ
ー
ク
ル
は
、
八
、
、
r

映
画
製
作
者
の
同
好
会
と
し
て
、

昭
和
五
十
一
年
に
発
足
し
ま
し
た
。

ビ
デ
オ
が
普
及
し
た
今
日
、
八
I
f
f

映
画
は
往
時
ほ
ど
の
人
気
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
サ
ー
ク
ル
と
し
て
は

毎
年
一
4
、
十
分
か
ら
十
五
分
の

記
録
映
画
を
作
っ
て
い
ま
す
。
昭

和
五
十
七
年
か
ら
市
文
化
協
会
に

も
加
盟
し
、
そ
の
年
の
作
品
を
文

化
祭
で
上
映
し
て
い
ま
す
。
昭
和

六
十
年
が
「
ポ
イ
捨
て
は
や
め
よ

う
≒
六
ト
ー
年
が
「
ふ
る
さ
と
紀

行
・
前
坂
の
山
小
屋
ら
六
十
二
年

が
「
名
水
マ
ラ
ソ
ン
の
記
録
≒
そ

し
て
昨
年
が
「
赤
根
川
の
源
流
を

訪
ね
て
」
と
い
う
具
合
で
す
。

　

撮
影
は
手
分
け
し
て
で
き
ま
す

が
、
編
集
は
少
人
数
で
、
初
め
か

ら
終
わ
り
ま
で
通
し
て
や
ら
ね
ば

な
ら
ず
、
な
か
な
か
根
気
と
1
間

が
い
る
仕
事
だ
そ
う
で
す
。
ま
た

編
集
の
仕
方
で
作
品
の
良
し
あ
し

も
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
の
で
、

逆
に
言
え
ば
こ
れ
こ
そ
楽
し
み
な

仕
事
で
、
完
成
し
た
と
き
の
喜
び

は
編
集
者
が
最
も
強

く
感
じ
る
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
会
n
は
十

二
人
。
会
費
は
年
間

六
千
円
で
す
。
最
近

は
ビ
デ
オ
を
手
掛
け

て
い
る
会
以
も
半
数

ほ
ど
お
り
、
そ
の
方

の
研
究
も
始
め
て
い

ま
す
。
た
だ
、
編
集

す
る
た
め
に
は
テ
ー

プ
の
複
写
が
必
要
で

す
が
、
そ
の
た
び
に

画
質
が
悪
く
な
る
た

め
、
や
は
り
八
ミ
リ

映
画
を
捨
て
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
。
と
、

あ
く
ま
で
八
。
r
映
画
に
固
執
す
る

メ
ン
バ
ー
な
の
で
す
。

　

今
年
三
月
に
、
市
教
育
委
員
会

か
ら
表
彰
さ
れ
、
「
一
層
肩
の
荷
が

重
く
な
っ
た
」
と
会
長
の
中
村
正

男
さ
ん
（
元
町
）
は
じ
め
、
皆
さ

ん
が
感
じ
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

ヤング’コチー

フレヅシュマン＆

　

ウーマンから一言

人
と
の
つ
な
が
り
大
切
に

　

松
田
美
樹
さ
ん
（
1
8
歳
・
H
美
町
）

　

松
田
さ

ん
は
今
年

四
月
、
市

内
の
靴
下

専
門
メ
ー

力
I
・
Y
工
場
に
就
職
し
ま
し
た
。

　

「
今
は
工
場
の
い
ろ
ん
な
部
門
を

体
験
し
て
い
ま
す
。
学
生
時
代
は

友
達
同
士
、
横
の
つ
な
が
り
が
主

で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
年
が
違

う
人
と
も
仕
事
を
す
る
わ
け
で
す

か
ら
、
先
輩
の
い
い
と
こ
ろ
を
見

習
い
、
早
く
一
人
前
に
な
り
た
い

で
す
ね
。
一
緒
に
入
っ
た
同
僚
も

十
一
人
い
ま
す
か
ら
、
心
強
い
で

す
」
と
、
就
職
の
感
想
を
話
し
ま
す
。

　

「
大
野
に
も
い
ろ
ん
な
施
設
が
で

き
、
自
然
環
境
に
も
満
足
し
て
い

ま
す
が
、
福
井
の
高
校
に
越
美
線

で
通
っ
て
い
た
時
、
土
曜
日
な
ど

病
院
通
い
の
お
年
寄
り
が
と
て
も

多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
大

野
に
も
総
合
病
院
が
早
く
欲
し
い

で
す
ね
ら
郷
土
を
思
う
気
持
ち
も

人
一
倍
の
松
田
さ
ん
で
す
。

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
体
1
1
た
り

　

巻
寄
忠
信
さ
ん
（
1
8
歳
・
有
明
町
）

　

市
内
の

Y
電
気
工

事
店
へ
就

職
し
た
巻

寄
さ
ん
は
、

今
は
ま
だ
見
習
い
期
間
中
で
、
六

月
二
日
ま
で
富
山
で
電
気
技
術
の

研
修
を
み
っ
ち
り
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
の
こ
と
。

　

「
仕
事
は
電
線
工
事
が
主
で
、
五

？
六
人
で
チ
ー
ム
を
組
み
ま
す
。

み
ん
な
で
や
る
か
ら
、
外
か
ら
は

気
楽
そ
う
に
見
え
る
で
し
ょ
う
が
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
は
自
分
の
受
け

持
ち
を
き
ち
ん
と
や
る
こ
と
が
前

提
で
す
」
と
キ
ッ
パ
リ
。
そ
れ
も

そ
の
は
ず
、
大
高
サ
ッ
カ
ー
部
出

身
で
、
全
国
大
会
へ
出
場
し
た
経

験
も
。
「
サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
て
た
く

さ
ん
の
友
達
が
で
き
ま
し
た
し
、

大
勢
が
大
野
で
仕
事
に
サ
ッ
カ
ー

に
頑
張
っ
て
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

社
会
人
と
し
て
プ
レ
ー
し
た
い
で

す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
若
い

皆
さ
ん
の
主
張
や
意
見
、
呼

び
か
け
を
中
心
に
構
成
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
意
見

な
ど
は
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

ま
た
は
各
公
民
館
へ
ど
う
ぞ
。



私4？りヤ？CCV

○
住
居
表
示
に
旧
字
名
を
残
し
て

Q

　

「
名
は
体
×
表
す
」

と
い
い
ま
す
が
、
土

地
の
名
前
「
字
名
」

に
も
い
ろ
い
ろ
な
意
味
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
字
名
は
古
く
か
ら

存
在
し
、
大
字
名
は
濯
漑
・
排
水
・

入
会
権
な
ど
共
通
の
利
害
関
係
を

持
つ
集
落
単
位
で
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
小
字
名
は
、
大
字
を
細
分

化
し
、
土
地
の
形
状
や
用
途
、
遺

跡
な
ど
を
表
し
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
こ
と
か
ら
、
歴
史
的
な
意
義

と
と
も
に
そ
の
土
地
に
ま
つ
わ
る

物
語
り
や
事
象
が
伝
承
・
記
録
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
が
近
年
、
土
地
区
画
整
理

事
業
な
ど
で
新
し
い
住
居
表
示
か

す
る
場
合
、
旧
字
名
は
全
く
顧
み

ら
れ
ず
、
そ
の
土
地
に
関
係
の
な

い
町
名
が
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
新
し
く
地
名
や
町
名
か

付
け
る
場
合
、
旧
字
名
を
使
用
μ

れ
た
ら
い
か
が
か
と
思
い
ま
す
。

旧
字
名
は
、
何
ら
か
の
形
で
残
十

こ
と
が
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
、

後
世
へ
の
義
務
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

（
春
日
・
永
見
繁
雄
）

A

　

住
居
表
示
に
当
た

っ
て
の
町
名
は
、
従

来
の
名
称
に
準
拠
し

て
歴
史
上
の
由
緒
あ
る
も
の
、
親

し
み
深
い
も
の
を
選
択
し
て
定
め

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
し
か
し

す
で
に
市
内
に
同
一
町
名
や
、
よ

く
似
た
町
名
が
あ
る
場
合
は
、
ま

ぎ
ら
わ
し
く
な
い
よ
う
に
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
漢
字
も
常
用
漢

字
を
使
っ
て
、
簡
明
な
も
の
に
す

る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
南
部
第
二
土
地
区
画
整

理
事
業
の
完
了
に
伴
う
住
居
表
示

に
当
た
り
、
「
大
野
市
住
居
表
示
審

議
会
」
を
設
け
て
町
名
、
町
割
り

な
ど
に
つ
い
て
諮
問
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

同
審
議
会
で
も
、
町
名
の
定
め

方
に
つ
い
て
は
、
先
の
方
針
に
上

っ
て
行
う
よ
う
に
検
討
し
て
い
る

最
中
で
す
。

　

町
名
に
つ
い
て
は
地
元
の
方
々

の
声
を
十
分
反
映
さ
せ
な
が
ら
、

将
来
的
な
展
望
に
立
っ
て
設
定
十

る
の
が
望
ま
し
い
の
で
、
ご
意
U

に
つ
い
て
も
今
後
、
審
議
会
で
徐

討
し
て
も
ら
う
予
定
で
す

（
総
務
課
長
・
中
兼
惣
右
ヱ
門
）

顛雌給

朝
市
の
世
話
役
務
め
て
2
0
年

安
川
善
七
郎
さ
ん
（
7
6
歳
・
中
野
町
1
）

　

安
川
善
七
郎
さ
ん
は
、
大
野

市
朝
市
出
荷
組
合
の
組
合
長
で

す
が
、
安
川
さ
ん
白
身
は
朝
市

で
物
を
売
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
く
、
そ
の
世
話
役
だ
け
を
引

き
受
け
て
い
る
と
い
う
、
誠
に

奇
特
な
方
で
す
。

　

昭
和
四
十
四
年
四
月
、
交
通

安
全
上
の
必
要
か
ら
、
組
合
を

結
成
し
て
自
主
規
制
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
安
川
さ
ん
は
、

当
時
奥
さ
ん
が
朝
市
に
出
て
い

た
こ
と
か
ら
副
会
長
に
。
任
期

は
二
年
で
し
た
が
、
翌
年
、
会
長

が
亡
く
な
っ
た
た
め
一
年
間
会

長
代
行
を
務
め
、
二
回
目
の
総

会
で
は
会
長
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
奥
さ
ん
は
朝
市
へ
出

な
く
な
っ
た
の
で
す
が
、
朝
市

の
お
ば
さ
ん
た
ち
が
寄
せ
る
安

川
さ
ん
へ
の
信
望
は
厚
く
、
以

来
、
ず
っ
と
会
長
を
引
き
受
け

て
い
る
の
で
す
。

　

朝
市
は
、
今
で
こ
そ
商
店
街

と
共
存
共
栄
で
運
営
さ
れ
、
観

光
の
目
玉
と
も
な
っ
て
い
ま
す

が
、
昭
和
四
十
年
代
は
著
し
い

自
動
車
の
増
加
で
、
七
間
通
り

の
商
店
の
中
に
も
朝
市
の
移
転

を
望
む
声
も
あ
り
、
警
察
署
か

ら
も
度
々
呼
び
出
さ
れ
る
な
ど

苦
労
も
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

安
川
さ
ん
は
、
「
大
野
の
朝
市

は
、
人
の
素
朴
さ
と
品
物
の
新

し
さ
が
売
り
物
。
こ
の
伝
統
を

こ
れ
か
ら
も
守
っ
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

私
七
々
ｔ
こ
そ

投
稿
の
お
願
い

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や

意
見
な
ど
、
日
ご
ろ
皆
さ
ん

が
考
え
て
い
る
こ
と
を
ハ
ガ

牛
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
紙

上
匿
名
は
自
由
で
す
が
、
必

ず
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

あ
て
先
市
役
所
総
務
課
広

報
広
聴
係
（
〒
9
1
2
大
野
市

天
神
町
一
－
一
）

f
知
ら
t

●
大
野
有
終
会
館
の
利
用

　

申
し
込
み
受
け
付
け
中

　

「
多
田
記
念
・
大
野
有
終
会
館
」

は
六
月
十
日
に
落
成
し
ま
す
が
、

こ
れ
に
先
立
ち
、
六
月
十
二
日
以

降
十
こ
月
末
ま
で
の
利
用
中
し
込

み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

役
所
内
大
野
有
終
会
館
準
備
室

　

魯
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
4
2

利
用
で
き
る
施
設
本
館
の
会
議

　

室
と
別
館
の
多
目
的
ホ
ー
ル

利
用
時
間
午
前
九
時
～
午
後
十

　

時

休
館
日
毎
週
火
曜
日
と
祝
日
の

　

翌
日

　

本
館
の
会
議
室
は
全
部
で
こ
十

部
屋
あ
り
、
体
の
不
自
由
な
人
も

気
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
エ
レ

ベ
ー
5
I
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

別
館
の
多
目
的
ホ
ー
ル
は
、
体

育
館
と
し
て
や
各
種
の
催
し
物
会

場
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。
体
育

館
と
し
て
利
用
す
る
場
合
、
バ
レ

ー
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
コ
ー
ト
な
ら

こ
面
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
コ
ー
ト

な
ら
六
面
が
取
れ
ま
す
。
催
し
物

会
場
と
し
て
は
、
ス
テ
ー
ジ
が
完

備
。
イ
ス
席
で
千
三
百
五
十
人
を

収
容
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
前
記
準
備
室
へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。



大
野
つ
子
に
多
い
虫
歯
と
近
視

　

健
康
は
一
人
ひ
と
り
の
自
覚
と
努
力
次
第
と
も
い
え
ま
す
が
、

年
端
も
行
か
な
い
子
供
の
場
合
、
健
康
管
理
は
ひ
と
え
に
両
親

の
自
覚
と
努
力
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
大
野
つ
子
の
健
康
面
の

特
徴
と
し
て
、
虫
歯
が
多
い
こ
と
と
目
が
悪
い
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
月
は
、
子
供
の
歯
と
目
の
健
康
に
つ
い
て
、

親
と
し
て
心
掛
け
た
い
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
右
下
の
図
1
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
こ
れ
は
、
一
歳
半
児
と

三
歳
児
の
虫
歯
の
保
有
率
を
表
し

た
も
の
で
、
大
野
っ
子
の
虫
歯
の

保
有
率
は
県
全
体
の
平
均
よ
り
も

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
、
保

育
園
に
通
う
四
歳
児
・
五
歳
児
に

な
る
と
八
五
％
に
達
し
、
永
久
歯

が
生
え
そ
ろ
う
小
学
校
高
学
年
で

は
、
児
童
の
八
〇
％
前
後
が
虫
歯

に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

大
野
っ
子
に
こ
れ
ほ
ど
虫
歯
が

多
い
の
は
、
親
自
身
が
虫
歯
を
軽

く
考
え
、
歯
の
健
康
に
関
心
が
薄

い
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

子
供
の
言
い
な
り
に
な
っ
て
、
ジ

ュ
ー
ス
や
甘
い
お
菓
子
を
与
え
過

ぎ
て
は
い
ま
せ
ん
か
。
歯
磨
き
を

子
供
任
せ
に
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

今
一
度
、
日
ご
ろ
の
生
活
態
度
を

反
省
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

一
歳
半
前
後
の
虫
歯
は
上
の
前

歯
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
三
歳
前

後
か
ら
は
上
下
の
奥
歯
に
も
虫
歯

が
目
立
っ
て
き
ま
す
。
三
歳
ご
ろ

か
ら
は
自
立
心
が
強
く
な
り
、
小

学
生
と
も
な
れ
ば
、
お
や
つ
の
管

理
や
歯
磨
き
を
拒
む
な
ど
、
何
か

と
親
の
言
う
こ
と
を
聞
き
ま
せ
ん

が
、
せ
め
て
小
学
校
低
学
年
ま
で

ぐ
ら
い
は
、
親
子
の
ス
キ
ン
シ
ッ

プ
の
一
つ
と
し
て
歯
の
仕
上
げ
磨

き
を
習
慣
付
け
た
い
も
の
で
す
。

　

次
に
、
視
力
低
下
も
大
き
な
問

題
で
す
。
左
上
の
図
2
は
、
小
・

中
学
生
、
高
校
生
の
視
力
の
状
況

を
表
し
た
も
の
で
す
。
視
力
に
つ

い
て
も
、
大
野
っ
子
は
国
全
体
の

平
均
よ
り
悪
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

視
力
低
下
の
原
因
に
は
、
遺
伝

的
な
も
の
、
部
屋
の
明
る
さ
や
テ

レ
ビ
の
見
方
、
姿
勢
の
具
合
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
子
供
が
目
を

細
め
て
も
の
を
見
る
、
本
を
近
付

け
て
見
る
、
上
目
使
い
や
横
目
使

い
で
見
る
、
な
ど
の
し
ぐ
さ
に
気

付
い
た
ら
、
眼
科
の
お
医
者
さ
ん

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
眼

鏡
を
作
る
と
き
に
も
眼
科
で
検
査

を
受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

歯
は
体
の
健
康
づ
く
り
、
目
は

心
の
健
康
づ
く
り
の
基
礎
で
す
。

大
切
に
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

図1．虫歯の保有率

　　　

（S．62年度統計）

図2．視力0．9以下の比較

　　　　　

（S．62年度統計）

皆さんの健康づくりを後押しします●保健センター（豊65－7333）



■あなたの身近に話題がありまし

たら市役所総務課広報広聴係（豊

66－1111）へご連絡ください。

話題の
ひろば

明治15年以来の伝統

　

蕨生・埴安姫神社で里神楽

　

蕨生・埴安姫神社の春の例祭が

4月9日に行われ、明治15年の同

神社創建以来の伝統を持つ里神楽

が奉納されました。

　

笛や太鼓の囃子に乗っで、天狗

と春日明神がユーモラスなしぐさ

で酒をくみ交わしたり、獅子が乱

舞したりする様は、大勢の見物人

の笑いと拍手を誘っていました。

ミニ動物園にポ二－の子

　

ただ今、愛称を募集中！

　

南六呂師。゛ミニ動物園lのポニ

一が、今年も唯の赤ちゃん1頭を

出産、ただ今、愛称を募集してい

ます。応募先は六呂師ハイランド

ホテル豊67・1301で、締め切りは

5月13日①。名付け親には、同ホ

テル特製のテレホンカード3枚セ

ットを贈ります。

こ
ぶ
し
通
り
に
も

　
　

道
路
案
内
標
識
が
完
成

　

こ
ぶ
し
通
り
な
ど
六
か
所
に
、
新
し

い
道
路
案
内
標
識
が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
標
識
は
、
昨
年
八
月
に
六
間
通
り

に
立
て
た
も
の
と
同
種
の
も
の
で
す
が
、

新
た
に
、
駅
や
お
寺
な
ど
の
案
内
に
は

全
国
統
一
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
、
本

願
清
水
の
案
内
に
は
イ
ト
ヨ
の
絵
を
入

れ
て
目
に
付
き
や
す
く
し
て
あ
り
ま
す
3

大
陶
壁
画
″
風
濤
々

　
　

大
野
有
終
会
館
に
完
成

　

五
月
末
完
成
を
目
指
し
て
最
後
の
仕

上
げ
に
追
わ
れ
て
い
る
大
野
有
終
会
館

で
、
玄
関
を
入
っ
た
ホ
ー
ル
の
正
面
を

飾
る
大
陶
壁
画
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま

し
た
。
こ
の
壁
画
は
、
青
木
由
紀
夫
さ

ん
（
春
日
三
丁
目
）
の
作
で
、
帆
船
大
野

丸
が
荒
波
を
超
え
て
進
む
様
子
を
描
い

て
お
り
”
風
’
？
と
名
付
け
り
れ
ま
し
た
。

読
み
ど
く

●
「
ふ
る
さ
と
情
報
定
期
便
」

　

郵
送
希
望
者
を
募
集

　

市
は
今
年
か
ら
、
市
出
身
の
市
外

在
住
者
を
対
象
に
「
越
前
大
野
・
ふ

る
さ
と
情
報
定
期
便
」
を
実
施
す
る

こ
と
に
し
、
た
だ
今
、
「
定
期
便
」
希

望
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
定
期
便
は
、
市
外
に
住
む
当

市
出
身
者
に
市
の
広
報
紙
な
ど
を
無

料
で
定
期
的
に
お
届
け
し
、
ふ
る
さ

と
大
野
の
近
況
を
伝
え
る
一
方
、
ふ

る
さ
と
へ
の
提
言
や
有
益
な
情
報
を

提
供
し
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
も
の

で
す
。

　

市
で
は
各
県
人
会
な
ど
を
通
じ
て

定
期
便
の
案
内
と
募
集
を
行
い
ま
す

が
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
親
戚
や
兄
弟
、

お
子
さ
ん
で
、
定
期
便
を
届
け
て
あ

げ
た
い
人
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
次

の
要
領
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法
は
が
き
に
「
越
前
大
野
・

　

ふ
る
さ
と
情
報
定
期
便
希
望
」
と

　

書
い
て
、
届
け
先
の
郵
便
番
号
・

　

住
所
・
氏
名
・
年
齢
を
明
記
の
上

　

次
の
と
こ
ろ
へ

応
募
先
〒
9
1
2
大
野
市
天
神
町
1
‐

　

1
大
野
市
役
所
総
務
課
広
報
広

　

聴
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
）
。
お
問

　

い
合
わ
せ
も
同
係
へ



お
知
ら
せ

5月

・
狂
犬
病
予
防
注
射
・
登
録

　

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

が
次
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。
4

月
に
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
飼
い
主

の
人
は
、
必
ず
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

当
日
は
手
数
料
4
5
1
7
円
と

印
鑑
が
必
要
で
す
。

狂犬病予防注射・登録日程

月日 時間 場所

5．11

（木）

9．30～10．00下庄公民館

10．30～11．00富田公民館

13．30～14．00市民会館

5．12

（金）

10．00～11．00上庄公民館

13．30～14．30大野保健所

・
B
＆
G
ち
び
っ
子

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

と
き
5
月
1
3
日
①
午
後
1
時
～

　

4
時

と
こ
ろ
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

（
大
野
市
稲
郷
…
上
庄
農
協
前
）

対
象
小
学
生
以
下
の
子
供

内
容
1
6
、
、
r
映
画
会
・
ゲ
ー
ム
・

　

ク
イ
ズ
な
ど
、
人
数
に
合
わ
せ

　

て
い
ろ
ん
な
遊
び
を
し
ま
す
。

申
し
込
み
海
洋
セ
ン
タ
ー
へ
直

　

接
電
話
豊
6
4
・
1
3
1
1
．
当

　

日
、
会
場
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

・
こ
ど
も
劇
場

と
き
5
月
2
1
日
旬
午
後
1
時
3
0

　

分
開
演

と
こ
ろ
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

内
容
”
劇
団
仲
間
”
に
よ
る
『
あ

　

る
カ
シ
の
木
の
物
語
』
。
小
学
3

　

年
～
6
年
生
向
き

入
場
券
1
人
4
0
0
円
。
市
民

　

会
館
…
公
民
館
・
児
童
館
・
図

　

書
館
で
5
月
1
1
日
④
か
ら
発
売

・
図
書
館
開
館
4
周
年
行
事

口
こ
ど
も
の
つ
ど
い

と
き
5
月
2
0
日
①
午
後
2
時
3
0

　

分
～
4
時
3
0
分

内
容
福
大
児
童
文
化
研
究
会
の

　

皆
さ
ん
に
よ
る
寸
劇
や
ゲ
ー
ム

ロ
昔
話
大
型
ス
ラ
イ
ド

と
き
5
月
2
8
日
⑥
午
前
1
0
時
～

　

と
午
後
2
時
～

内
容
大
型
ス
ラ
イ
ド
で
大
野
の

　

民
話
『
三
人
の
尼
さ
ん
』
『
ど
ん

び
き
の
も
ち
つ
き
』
を
上
演

・
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

2
7
日
に
プ
ー
ル
開
き

利
用
期
間
5
月
2
7
日
①
～
9
月

　

末
日
※
た
だ
し
、
日
曜
・
祝

　

日
の
翌
日
は
休
み

利
用
時
間
▽
午
前
‐
：
9
時
～
1
2

　

時
▽
午
後
．
‐
‐
1
時
～
5
時
▽
夜

　

間
‐
‐
‐
午
後
6
時
～
9
時

個
人
利
用
料
金
①
4
学
生
以
下

　

：
‐
午
前
・
午
後
5
0
円
、
夜
間
1

　

0
0
円
2
高
校
・
一
般
：
‐
午
前

　

1
0
0
円
、
午
後
l
r
D
O
円
、

　

夜
間
2
0
0
円

●
飯
降
山
市
民
登
山

と
き
6
月
4
日
⑥
午
前
7
時
に

　

市
役
所
前
へ
集
合

日
程
午
前
7
時
3
0
分
出
発
、
午

　

後
3
時
3
0
分
ご
ろ
市
役
所
到
着

コ
ー
ス
深
井
～
山
頂
～
飯
降

対
象
小
学
生
以
上
の
市
民
（
小

　

学
生
は
保
護
者
同
伴
）

参
加
費
保
険
料
1
0
円

申
し
込
み
6
月
2
日
面
ま
で
に

　

市
教
育
委
員
会
（
市
役
所
内
）
体

　

育
課
へ

・
市
民
サ
イ
ク
リ
ン
グ

と
き
5
月
7
日
⑥
午
前
9
時
3
0

　

分
に
市
役
所
前
出
発
。

　

※
雨
天
の
場
合
は
、
秋
に
延
期
。

コ
ー
ス
市
役
所
～
下
黒
谷
～
木

　

ノ
本
～
宝
慶
寺

対
象
原
則
と
し
て
小
学
4
年
生

　

以
上
の
市
民
（
小
学
3
年
生
以

　

下
は
親
子
同
伴
）

持
ち
物
昼
食
・
水
筒
・
雨
具
（
傘

　

以
外
の
物
）
・
ゴ
ミ
袋
な
ど

費
用
保
険
料
5
0
円
（
当
日
徴
収
）

申
込
期
限
5
月
6
日
①

申
込
先
▽
小
・
中
学
生
‐
‐
‐
各
学

　

校
へ
▽
一
般
‐
：
市
教
委
体
育
課

　

（
市
役
所
内
）
ま
た
は
市
内
の
各

　

自
転
車
店
へ

・
市
民
テ
ニ
ス
大
会

主
催
市
体
協
こ
7
ニ
ス
協
会

と
き
6
月
1
8
日
⑥
午
前
9
時
～

　

※
雨
天
順
延

と
こ
ろ
サ
ン
ー
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン

　

ド
（
六
呂
師
ス
キ
ー
場
手
前
）

種
目
男
女
別
ダ
ブ
ル
ス
ー
シ
ン

　

ク
ル
ス

参
加
資
格
市
民
ま
た
は
市
内
に

　

勤
め
て
い
る
人

参
加
料
1
人
（
組
）
I
種
目
当
た

　

り
5
0
0
円

申
し
込
み
5
月
3
1
日
⑥
ま
で
に

　

参
加
料
を
添
え
て
市
教
育
委
員

　

会
（
市
役
所
内
）
体
育
課
へ
。
お

　

問
い
合
わ
せ
も
同
課
へ

・
食
生
活
改
善
推
進
員
講
座

　

成
人
病
の
予
防
に
は
食
生
活
の

改
善
が
何
よ
り
大
事
。
市
で
は
、

食
生
活
改
善
運
動
の
リ
ー
ダ
ー
を

養
成
す
る
講
座
を
開
き
ま
す
。

期
間
6
月
中
旬
～
平
成
二
年
三

　

月
上
旬
（
月
I
回
）

会
場
市
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
婦
人
な
ら
ど
な
た
で
も

内
容
保
健
・
栄
養
・
食
品
な
ど

　

に
つ
い
て
の
講
話
と
成
人
病
予

　

防
食
の
調
理
実
習

定
員
3
0
人

申
し
込
み
5
月
3
1
日
⑥
ま
で
に

　

市
保
健
セ
ン
タ
ー
雲
6
5
…
7
3

　

3
3
へ

…
初
心
者
テ
ニ
ス
教
室

主
催
市
テ
ニ
ス
協
会

と
き
5
月
1
4
日
～
6
月
H
日
の

　

毎
週
日
曜
、
午
前
9
時
？
正
午

と
こ
ろ
サ
ン
ー
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン

　

ド
（
六
呂
師
ス
キ
ー
場
手
前
）

参
加
料
1
人
1
0
0
0
円

申
し
込
み
5
月
6
日
①
ま
で
に

　

参
加
料
を
添
え
て
市
教
育
委
員

　

会
体
育
課
へ

…
中
国
語
教
室
開
催
中

主
催
市
日
中
友
好
協
会
な
ど

と
き
毎
週
水
曜
日
の
午
後
7
時

市内の交通事故状況

訳内数件平成元年　3月末63年3月末 増減

数件総83 ｀96 －13

人隻

事故

件数 42 33 ＋9

死者 2 3 －1

傷者 58 38 ＋20

物損事故 41 63 －22



　

～
9
時
で
、
来
年
3
月
ま
で

と
こ
ろ
大
野
地
域
職
業
訓
練
セ

　

ン
タ
ー
（
市
農
協
会
館
前
）

講
師
福
大
・
大
学
院
生
王
葉
I

受
講
料
1
人
月
2
0
0
0
円
。

　

た
だ
し
、
家
族
で
受
講
す
る
場

　

合
は
、
1
家
族
月
3
0
0
0
円

申
し
込
み
先
大
野
地
域
職
業
訓

　

練
セ
ン
タ
ー
き
6
5
・
6
8
4
0

●
軽
自
動
車
税
の
免
除

　

体
の
不
自
由
な
人
が
仕
事
や
通

院
な
ど
で
軽
自
動
車
を
使
う
場
合
、

障
害
の
程
度
が
左
表
の
区
分
・
等

級
に
該
当
す
る
と
き
は
、
軽
自
動

車
税
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

該
当
す
る
人
は
、
今
月
2
4
日
④

ま
で
に
市
役
所
税
務
課
収
税
係
へ

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

次
の
場
合
は
免
除
の
対
象
と
は
な

り
ま
せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

①
車
検
証
の
所
有
者
（
使
用
者
）

欄
の
氏
名
が
該
当
者
本
人
の
氏
名

　

（
1
8
歳
未
満
の
場
合
は
、
生
計
を

同
じ
く
す
る
人
の
氏
名
）
に
な
っ

て
い
な
い
と
き
。

　

②
既
に
普
通
自
動
車
な
ど
の
減

免
を
受
け
て
い
る
と
き
。

　

詳
し
く
は
税
務
課
収
税
係
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
年
金
保
険
料
の
免
除

　

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人

で
、
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険

料
を
納
め
ら
れ
な
い
人
は
、
保
険

料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

免
除
に
は
次
の
も
の
が
あ
り
ま

す
の
で
、
該
当
す
る
人
は
市
役
所

市
民
課
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

法
定
免
除
①
生
活
保
護
法
で
生

　

活
扶
助
を
受
け
て
い
る
人
②
障

　

害
基
礎
年
金
ま
た
は
被
用
者
年

　

金
の
障
害
年
金
（
3
級
は
除
く
）

　

受
給
権
が
あ
る
人
な
ど
が
対
象

申
請
免
除
①
所
得
が
少
な
い
人

　

や
病
気
・
け
が
な
ど
で
経
済
的

　

に
困
っ
て
い
る
人
②
保
険
料
を

　

納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
特
別

　

の
理
由
が
あ
る
人
な
ど
が
対
象

　

免
除
期
間
は
年
金
受
給
に
必
要

な
年
数
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
が
、

将
来
、
年
金
を
受
け
る
時
に
は
減

額
さ
れ
ま
す
。

　

免
除
期
間
の
保
険
料
を
後
で
納

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
、

1
0
年
以
内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ

て
納
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
市
民
課
年
金
係
で
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
へ

　

国
民
年
金
に
第
三
号
被
保
険
者

と
し
て
加
入
し
て
い
る
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
奥
さ
ん
で
、
次
の
よ
う
な

異
動
が
あ
っ
た
場
合
は
、
市
役
所

市
民
課
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

①
あ
な
た
自
身
が
厚
生
年
金
な

ど
他
の
年
金
に
加
入
し
た
。

　

②
自
営
業
や
パ
ー
ト
な
ど
の
収

入
が
多
く
な
り
、
夫
の
社
会
保
険

の
被
扶
養
者
で
な
く
な
っ
た
。

　

③
夫
が
勤
め
先
を
変
わ
っ
た
。

　

④
夫
が
勤
め
先
を
退
職
し
た
。

　

届
け
出
が
な
い
と
、
年
金
を
受

給
す
る
と
き
に
な
っ
て
不
利
益
を

被
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必

ず
届
け
出
ま
し
ょ
う
。

●
「
一
日
赤
十
字
」
で

　

気
軽
に
健
康
相
談
を

主
催
日
赤
福
井
県
支
部

と
き
5
月
1
4
日
⑥
午
前
1
0
時
～

　

午
後
3
時

と
こ
ろ
リ
ブ
レ
西
口
ホ
ー
ル

内
容
医
師
に
よ
る
健
康
相
談
、

　

血
圧
測
定
、
検
尿
、
血
液
型
判
定

費
用
無
料

●
2
4
日
に
眼
の
更
生
相
談

主
催
県
身
障
者
更
生
相
談
所

と
き
5
月
2
4
日
⑥
午
後
1
時
～

　

3
時

と
こ
ろ
市
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
身
体
障
害
者
手
帳
の
有
無

　

に
か
か
わ
ら
ず
、
視
力
に
支
障

　

が
あ
る
人

内
容
県
立
病
院
の
医
師
に
よ
る

　

眼
の
障
害
の
相
談
・
診
察

費
用
無
料

問
い
合
わ
せ
先
市
福
祉
事
務
所

　

（
市
役
所
内
）
福
祉
係

●
郷
土
資
料
を
図
書
館
へ

　

市
図
書
館
に
は
郷
土
資
料
と
し

て
約
こ
千
冊
の
蔵
書
が
あ
り
ま
す

が
、
な
お
一
層
充
実
す
る
た
め
、

郷
土
資
料
と
な
る
本
の
寄
贈
を
募

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
既
に
絶
版
と
な
っ
て

い
た
り
、
自
費
出
版
の
た
め
部
数

が
少
な
い
な
ど
の
事
情
で
入
手
が

困
難
な
本
が
か
な
り
あ
る
た
め
で

す
。
こ
う
し
た
稀
少
本
に
限
ら
ず
、

大
野
の
歴
史
や
文
化
、
自
然
、
風

俗
な
ど
に
関
す
る
本
も
多
数
提
供

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

詳
し
く
は
市
図
書
館
豊
6
5
・
5

5
0
0
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
登
山
を
す
る
と
き
は

　

計
画
書
の
提
出
を

　

登
山
す
る
と
き
は
綿
密
な
計
画

を
立
て
、
そ
の
計
画
書
を
登
山
地

の
警
察
署
ま
た
は
駐
在
所
・
派
出

所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
実
族

に
知
ら
せ
て
お
く
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
学
校
（
学
生
の
場
合
）
や
職
場

へ
も
登
山
計
画
を
提
出
し
て
あ
る

と
、
家
族
や
関
係
者
も
安
心
で
き
、

万
一
の
時
に
は
救
助
活
動
が
ス
ム

ー
ズ
に
で
き
ま
す
。

　

き
ち
ん
と
し
た
計
画
書
が
提
出

さ
れ
て
い
た
た
め
に
、
命
拾
い
を

し
た
例
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

登
山
計
画
書
は
、
あ
な
た
の
命
を

守
る
ザ
イ
ル
で
す
。
必
ず
提
出
し

軽自動車税の免除対象となる障害

障害の区分 障害の等級

視覚障害 1級～3級・4級の1

聴覚障害 2級・3級

平衡機能障害 3級

上肢不白由 1級・2級の1・2級の2

下肢不白由 1級～6級

体幹機能障害 1級～3級・5級

乳幼児期以前の非進行

性脳病変による運動機

能障害

上肢不自由　

1級・2級（一上肢のみに運動　

機能障害がある場合を除く）

移動機能　

1級～6級

心臓機能障害 1級・3級

腎臓機能障害 1級・3級

呼吸器機能障害 1級・3級

膀胱・小腸・直腸機能障害1級・3級

療育手帳 A

※いずれも身障者本人が運転する場合。生計同一者が運転　

する場合は、対象となる等級が若干異なります。

市民のうごき

（前月Ejて）

世帯数11，258世帯（－27）

人□42，443人（－112；

　

男20，367人（－58）

　

女22．nワ6人C－R4）

転入148人出生38人
転出271人死亡27人

平酸．元在乙目H二1孤存
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図
城
北
町

　

城
北
町
は
亀
山
の
北
側
に
あ
り
、
地
籍
は

中
野
で
別
名
京
福
団
地
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
区
長
の
小
池
金
次
郎
さ
ん
が
昭
和
五
十

一
年
に
家
を
建
て
た
時
は
、
ま
だ
四
、
五
軒

で
し
た
が
、
現
在
は
建
設
省
近
畿
地
方
建
設

局
九
頭
龍
川
ダ
ム
統
合
管
理
事
務
所
の
家
族

寮
な
ど
を
含
め
て
三
十
八
戸
あ
り
ま
す
。
公

園
も
あ
り
、
す
ぐ
そ
ば
に
簡
易
水
道
の
施
設

も
あ
り
ま
す
。
公
園
に
は
子
供
育
成
会
の
看

板
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
小
学
生
は
約

二
十
名
で
、
町
内
で
は
海
水
浴
や
キ
ャ
ン
プ

に
出
か
け
た
り
、
公
園
で
も
催
し
が
あ
り
ま

す
。
町
内
の
行
事
と
し
て
は
、
二
月
に
左
義

長
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
域
一
帯
が
田
ん
ぼ
だ
っ
た
こ
ろ
は
、

蛍
が
い
っ
ぱ
い
い
た
そ
う
で
す
。
今
は
農
薬

の
影
響
も
あ
っ
て
姿
を
消
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
夏
は
こ
の
あ
た
り
は
割
合
に
涼
し
い
そ

う
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
地
理
的
条
件
を
活

か
し
て
、
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
ま
だ
冷

蔵
庫
が
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
時
代
に
、
亀

山
裏
に
雪
を
貯
蔵
す
る
大
き
な
穴
蔵
が
あ
り

ま
し
た
0
三
番
通
り
の
大
亀
屋
の
所
有
で
、

雪
は
八
月
ご
ろ
ま
で
あ
り
、
冷
蔵
用
に
こ
こ

か
ら
配
達
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
現
在
、
穴
は

壊
さ
れ
、
そ
の
跡
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

明
治
初
期
の
大
野
町
絵
図
で
は
、
こ
の
あ

た
り
は
北
山
町
と
い
い
、
十
八
戸
の
士
族
の

家
が
あ
り
ま
し
た
。
西
側
は
後
山
町
と
い
い
、

三
十
六
戸
の
家
が
あ
り
ま
し
た
。

　

大
野
高
校
の
枚
門
か
ら
柳
町
、
水
落
、
城

北
町
、
そ
し
て
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
に
通
じ
る

亀
山
一
周
の
道
路
は
、
体
育
の
時
間
の
マ
ラ

ソ
ン
コ
ー
ス
で
、
よ
く
走
っ
た
思
い
出
が
あ

り
ま
す
。
（
T
）

表紙のことば

　
　

「
お
も
か
じ
、

い
っ
ぱ
？
い
」
「
ぜ

ん
し
？
ん
」
と
、

思
い
お
も
い
の
方

角
に
か
じ
を
と
る

子
供
た
ち
。
亀
山

公
園
に
お
目
見
え

し
た
”
大
野
丸
”
の
大
型
遊
具

　

（
本
紙
二
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
）

は
、
早
く
も
大
野
っ
子
た
ち
の

人
気
の
的
で
す
。
船
長
気
分
を

味
わ
お
う
と
、
入
れ
替
わ
り
立

ち
替
わ
り
甲
板
に
詰
め
掛
け
、

大
き
な
舵
輪
を
右
へ
左
へ
回
し

ま
す
。
行
き
先
は
？
な
ど
と

聞
く
の
は
、
大
人
の
野
暮
。

　

子
供
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
の

船
の
い
わ
れ
は
さ
ほ
ど
重
要
で

は
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
け

れ
ど
、
「
な
ん
で
山
ば
か
り
の
大

野
に
船
な
ん
や
？
」
と
聞
い
た

ら
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、

ぜ
ひ
一
緒
に
歴
史
民
俗
資
料
館

へ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

●
四
月
は
市
庁
舎
の
改
造
・
機

構
改
革
・
人
事
異
動
が
重
な
っ

て
し
ば
ら
く
落
ち
着
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
四
月
こ

そ
平
成
元
年
度
の
ス
タ
ー
ト
。

こ
れ
を
機
会
に
、
庁
舎
の
案
内

図
と
各
課
の
課
長
を
ご
紹
介
し

ま
し
た
。
広
報
を
作
っ
て
い
る

広
報
広
聴
係
は
、
一
階
か
ら
二

階
議
場
横
へ
引
っ
越
し
ま
し
た
。

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
（
平
）

●
広
報
紙
の
編
集
を
担
当
し
て

三
年
目
。
少
し
く
ら
い
慣
れ
て

も
い
い
こ
ろ
な
の
に
、
な
か
な

か
紙
面
の
段
取
り
が
つ
か
ず
に

立
ち
往
生
し
て
ば
か
り
。
時
間

の
余
裕
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

心
の
余
裕
の
大
切
さ
を
痛
感
し

て
い
ま
す
。
何
か
と
気
ぜ
わ
し

か
っ
た
四
月
を
過
ぎ
、
今
、
新

緑
の
風
に
ホ
ッ
と
一
息
。
（
清
）

庫19邑i弓

　

菜
食
主
義
者
を
ベ
ジ

タ
リ
ア
ン
と
い
う
が
、

最
近
、
オ
バ
タ
リ
ア
ン
と

い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に

す
る
。
「
お
ば
さ
ま
」
と

い
え
ば
、
上
品
で
響
き

も
よ
い
が
、
こ
の
言
葉
は
ど
う
も
い
た
だ
け
な

い
▼
女
性
は
本
能
的
に
美
し
く
あ
り
た
い
と
願

う
し
、
化
粧
や
ダ
イ
エ
ッ
ト
な
ど
し
て
涙
ぐ
ま

し
い
努
力
を
払
う
。
と
こ
ろ
が
、
年
を
重
ね
る

に
つ
れ
て
肌
は
衰
え
、
髪
に
も
白
い
も
の
が
混

じ
っ
て
く
る
し
、
出
産
す
れ
ば
歯
が
弱
り
、
体

型
も
変
わ
る
▼
女
性
の
真
の
美
し
さ
は
、
外
見

と
同
時
に
内
面
か
ら
に
じ
み
出
る
教
養
が
あ
っ

て
成
り
立
つ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
の
美
し
さ

が
あ
る
と
思
う
▼
和
洋
折
衷
の
オ
バ
タ
リ
ア
ン

に
は
、
年
齢
層
を
区
分
し
て
だ
さ
い
の
を
な
じ

る
気
が
す
る
が
、
一
律
に
だ
さ
い
と
決
め
付
け

る
の
に
は
賛
成
で
き
な
い
▼
昨
今
は
、
ハ
ネ
ム

ー
ン
と
い
え
ば
海
外
旅
行
が
普
通
に
な
っ
た
け

れ
ど
も
、
お
ば
さ
ま
の
時
代
は
国
内
旅
行
が
ほ

と
ん
ど
で
、
デ
ー
ト
も
車
で
な
く
て
自
転
車
だ

っ
た
。
青
春
時
代
を
今
ほ
ど
豊
か
で
な
い
時
代

に
過
ご
し
た
と
い
え
る
▼
考
え
て
み
れ
ば
、
一

家
の
家
計
を
や
り
く
り
し
、
車
や
旅
行
の
費
用

の
大
半
を
都
合
し
て
く
れ
て
い
る
の
も
お
ば
さ

ん
た
ち
で
あ
る
。
選
挙
と
も
な
れ
ば
男
女
同
権
、

お
ば
さ
ま
の
動
向
次
第
で
政
治
の
流
れ
を
変
え

る
パ
ワ
ー
だ
っ
て
あ
る
▼
若
い
人
が
美
し
い
の

は
自
然
だ
し
、
そ
れ
を
誇
る
の
も
よ
い
。
し
か

し
、
若
者
も
い
つ
か
は
年
を
と
る
し
、
お
ば
さ

ん
を
な
じ
る
の
で
な
く
、
も
っ
と
ス
マ
ー
ト
な

呼
び
方
を
工
夫
で
き
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。
大

野
に
は
美
し
い
人
が
多
い
と
い
わ
れ
る
が
、
そ

れ
は
若
者
だ
け
で
は
な
い
。
（
T
）

発
行
福
井
県
大
野
市
編
集
総
務
課
広
報
広
聴
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
）
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